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【日本語訳】 

GRADE ガイドライン: 3. エビデンスの質評価 

抄録 

本稿では、エビデンスの質評価のためのGRADEアプローチを紹介する。GRADEは、4つの

カテゴリ（高、中、低、非常に低）を規定しているが、それは総体エビデンス [body of evidence] 

に適用されるもので、個々の研究に対してではない。システマティック・レビューでいうところの

質は、効果推定値が正確であるということに対する確信性を反映する。推奨でいうところの質

は、効果推定値がある特定の推奨を支持する上で十分であることに対する確信性を反映す

る。ランダム化試験はまず高い質のエビデンス、観察研究はまず低い質のエビデンスとみなさ

れる。GRADEにおいて使われる“質（Quality）”という用語は、バイアスのリスク（risk of bias）を

意味するだけでなく、研究結果の不精確さ、非一貫性、非直接性、ならびに出版バイアスによ

っても左右される。さらに、いくつかの要因が効果推定値への確信性を高めることがある。

GRADEは、これらの各要因を検討、報告するための系統的アプローチを提供する。GRADE

においては、エビデンスの質評価のプロセスと推奨作成のプロセスが分離される。推奨の強さ

は、エビデンスの質のみにより判断されるものではない。 
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http://www.jclinepi.com/article/S0895-4356(10)00332-X/abstract
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注： GRADEによるエビデンスの質に関する新しい定義に関しては、以下のサイトも参照く

ださい。 

 

GRADEシステムの「エビデンスの質」と「推奨」の表現 (Wording) 

http://www.grade-jpn.com/evid_statement.html 
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